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表 i1一（1）調査対象（019～91・』10）2

1、目　的

　子どものバーソナリティーの健全な勇達を期するためこ’

には，’乳幼児期におい亡は母親の子どもに対する見方，

接し方が重要な意義をもち，母子関係のあり方に負うと

ころが大きい。

　保健指導部における心理相談では，子どものパーソナ

リティーや母子関係の形成過程からみて重要な意義をもへ

づど考えられる，r9か月前後，11歳6か月前後， ・2歳6

か月前後のr3時点を把えて，子どもの発達状態を確認す

ると共に1 母親の養育態度や母子関係などにも目を向け1

て指導をすずめているら この場合め重点はそれぞれの時

期におげる一般的指導のみでなぐ』母親のもづ問題や不・

安に対応して，発達状態や活動性，行動傾向など異なる1

個々の子どもの特性の理解を助け，こ母親との間に調和的

な望ましい関係を形成することを援助しよ）う』 というこど二

である。 したがって1二心理相談を進め1る’にあたり芦母親 ・

のもつ問題や不安を把握することが重要な意味をもうわ1L

けであるσ一 再、』”』『 ㌧ 辰』戦ξ炉） 1、う」　 ズー 公

　今回は1 13時点の心理相談時の内容を整理ず分析ずる1）

ごと により1母親がどのようなごとを問趨と し， いかな

る不安をもっているか明 らがにしでレ今後の心遡指導の1二

一助にすることを目的にした。 ：龍．・

　　ノ、　　一 ．　　1　　r rピ
、一 ギ、 　　 　 パ　 r』

コ意 方・1法

　　　．』【く＝ 　　　　　し、¢旨

ン保健指導心理相談時の記録から〆母親の訴えや主とし・

て話題になった事項をと』りあげた他』予診時の母親の訴

えの中から心理面とのかかわりの強いものをとりあげて

整理した。　　．　　1』、　1 宍1 ㍉
一

　対象は57年4月から58年3 月までに心理相談を受診し』1

た9か月～10か月児 448名‘』1歳5か月～1歳9か月児

360名，・・2 歳5か月～2・歳7か月児［312名である。対象’

児の性別，冗出生順位は表竃一11》～③に示した通りである5∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　、　　『

、男 女、 計

第　ゴ子 162 、．・135r ド：297、1

∬・皿1、子 』 　；75 ギ76”、く 』151‘ 1

伺計　　唱『 237　 、：211 ・448．こ

衷1－12》調査対象（ll5～ 119）
　』　、

「　　　　

『』 庶』r耽 ’女 1 パソ
「、二・

　計’・　1昌「

　㌔

第　1　子
118
　もト　「．

4141、㌧ ・〆232％、＝L

い 皿・皿子・一 ・691 1 r』159 11 〆』128以・

L弔
” 計卜 187／r 1 ‘i ケ31ン 13bσ・ρ

z表準｛〔3）・調査対象（1215～2；、7＝） 一　、、．・「〆・：

．ヅ　い弓

男
　

　■　　1

女r 計1

’1次っヂ 79　’ 86 ．4す5い・

ン第・！概子い 36’ 一30 L、、、㌧66 ：』

お■頴血孝 ’43ン
二

381 溢811・

158』』
H－ 1ぢ4∴ ㌧㌧ 3ガー

‘1 δll 1』1」1rll 『丁一』峯 い 読・1＝・ 『ま） ｛’ ：旨

丁皿1、』結果及び考察』、 ヤ凱　　≧、1・［
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・』』

； ㌃9乍10か月時点の問題1’，’い　 ・∫”』∴了、「 二

、
この時点での母親の問題や心配は，、主と・して身体面の

発育や離乳食のすすめ方などの場合が多く，心理的な問・

題や不安を強く訴える例は比較的少ない占．しかし1相談

の場面では盆、．、特に問題や心配があるというわけでは ない隻』

がと しながらも， 子どもの行動や親の接し方，、 じつけ上．：

の疑問点が出される ごとが多い。・』ヤ』 1，．1・ ∴ 下で活》爵

題や心配の内容を領域別に概括じたものが衷2？（1〕：

であるb最も多いのが発達に伴って次第に明瞭になちてξ

来る子どもの性向や行動についての問題であり，対応1ひ

迷い， どのように対処したらよ いかというもので， 駒37
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表2－111019～0110の心理相談時の母の心配・問題

内　　　　容
男 女 　計

　　％
第　1　子
N　　％

皿・皿子
　　％

‘第　1　子N　　％ H・皿子
　　％

発達上の問題 26　　16，1 20　2αケ 20　14，8 16　21．1 82　　18．3

性、向　・ 行　動 70　43．2 27　36．0 47　　34．8 21　27．6 165　36．8

生　　活　　習　　慣 10　　6．2 7　　9．3 16　11．9 6　　7．9 39　　8．7

家族間の問題 7　　4．3 3　　2，2 1　　1．3 11　　2．5

きょうだい関係 6　　8．0 2　　1．5 2　　2．6 10　　2．2

集　　団　　生　　活 2　　1，2 3　　2，2 5　　1．1

しつけに対する考え方 17　10，5 1　　1．3 8　　5．9 26　　5β

母親自身の問題 2　　1．2 3　　2，2 「3　　4．0 8　　18

心 配・問題なし 60　37．0 32　42．7 56　41，5・ 37　48∈7 185　41．3

調　　査　　数 162 75 135 76 448

％を占めている。この種の訴えは第2・3子（32％）に

比べ第1 子（39％）に，女児（32％）に比べ男児（41％）

にやや多い傾向がみられている。

　次いで多いのは，発達上の問題・不安であって，その

出現率は第1子（16％）に比べ第2・3子（24％）が高

くなっている。これは第1子を育てた経験からその発達

に比較することが容易であることの他に，第1子に比べ

2・3子では保健指導の利用自体が少なくなっている関

係から，心配をもつものの割合が高くなるためではない

かと推測される。

　生活習慣の領域では食事に関する問題が大半を占めて

いるが，この種の問題は栄養相談の場宅相談されること

が多く，心理相談の場で話題に．されるのはその中の一部

にすぎない。

　その他，しつけに対する考え方としてまとめた中では，

子どもの活動に対する許容と制限の隈界， ．禁止のしかた

が中心的問題であるが，少数に子どもの相手のしかたが

わからないというものがあり，身近で乳幼児の生活を経

験せずに母親になった場合のとまどいを表わしているも

のがある。

　きょうだい関係としてまとめた中では，兄姉に手がか

かり本人への十分な接触ができにくいというものが多く，

家族関係の問題では祖父母との養育態度のくい違いや父

親の理解不足を訴えている。・母親自身の問題とした中に

は，・自分自身の性格や育児観と子どもの示す行動への対

処のしかたに関連して不安や気負いを表わしたものであ

る6

訴えの多い領域の内容を，さらに具体的に示したもの

が表2一（2）～〔3）である。

　性向・行動に関する問題の中で多いのは，愛着の形成

との関係で表われる，人見しりが激しい， あとおいが激

しいなどの訴えであって，これらの行動がもつ発達の指・

標としての意味はある程度まで認識しながらも， 母親は

具体的な対応に困ったり，いらいらした りする場合が多

いo

　このような訴えの背景には，子どもに自立した人格を

望む傾向が強く，母親への依存欲求に応じることが甘え

を助長し，独立心を阻害するのではないかという不安が

存在する。また，母親自身の自由な時間を持ちたい，．自

分のぺ一スで家事を処理したいなどの欲求か ら，、、子ども

の依存欲求に十分に対応できない母親の存在も否定でき

ない。概して母親への依存欲求への対応1ζとまどう訴え・

が多いが，少数に母を求めることが少なく，母親との関

係が薄いようで気になるというものがあった。

　次いで目立つのが夜泣きであって，程度の差は大きい

がその訴えは7彩のものにみられた。この中にはどんな

対応をしても静まらずに母子ともに緊張を高めているも

のが少数あったが，他は母乳を含ませたり母親のベッド

に入れれば静まるが，そのような対応の可否に疑問をも

つものが多い。

　同様に母親が対応にとまどう行動として，要求が強く，

思い通りにならないと騒いだりそづくり返って怒るとい

うものがあり，わがままになるのではないかと心配して

いる。その他，指しゃぶり，噛みつく，頭を振る，頭を

壁に打ちつける，髪の毛をひっぱるなど，子どもが反復

して示す行動が何かの異常のサィンではないかと心配さ
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表2一（2）性向・行動に関する問題

内　　　　　一容1’．　．／

男． ”　、女．、ぶ
評 総数との

合　％
第 1子 ∬ゼ皿子 λ第1子ド

　■　■

耳吟凪子

愛着行動，人みしり評あとお焼獄ど ： 2りS ぺ逸．
曳’

　10 5　 …42管 』乳6∵1

母とφ関係薄いよう1…
　c．［1 ひマ　2　

　　一3 α711

夜コ泣 き 15・1 ∵7
61 ’1「

　
　T　

ρ　33 7，4
1、

指しゃぶ魔どくぜF ㌧・

141 3 　　r101 4 一、31』 ン6，9一

要頼く，そっぐり返づて怒る ｝・ 　1σ
』逸 gr 1

一2　 ⑳r ’
’　 5．1

その他Φ行動 11
7　． 1r 「君 3 必52 ユ1｝

食生活の問錘
．

7 6 14 3』 30』 』 a7；・

排泄・ 睡眠 3 11 、2鴛・し∫ 3 い
∫礼 』9ガ k 』⑳ゾ．、

ド　計 8σ 34 63 27 ザ204 ＝：4蕊5弓

、 r

表2－13L発達に関する問題

内　　　　　容
男 女

計
総数との
合％と

第 1子 皿・皿子 第1子
ち韮 一顛ギ

発育勝発達がおそい
3 2 4 1 10 2．2

運動癸蓮がおそい 81・ 114　・ 10 』・ 8 41 9．2

外界ぺの働きかけダ 反応弱い・
114

』13 』3 〃な4二』 ∫．24 ∴5』4球

身体ト ラブルによる心配： 』1 、～1 3　F じ5』「／
．1許1、ノ

異常出産のため心配　　　　！ 1 ．、1 ．ド2バ “κ0．5・
1・

計 26 20 20 16 82 18．3猶

細

　　　　　　　 『

二

019～0；10相談時の窪過窺察の理由

r［ y，

男　　ゼ 女
計1

r

総数とφ

割合　％第rl 子 Hの皿子 第rL子 ∬叩子

発・達　　の　　遅　　れ 3 4 2 1 10 2．2

母　子　関　係　希薄 5 3 ’3ド ㌦・
きノギ

．母璽不安・ ストレス強 2 3 5 1．1

飛養乙 　育　　態　　・度・ 2｛｝
2r、』』 4 0．9

｝’

　　　計
12 4 江o 1 27一 　　、

穀首610・
1受診数どの割合％ 7．4 u5．3 ド7．4 1．3

㌧受　　　　診　　　　数
162 75 r35 76 c…4481 ・fr
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工；5～1；9の心理相談時の母の心配・問題

第20集

内　　　　容
男 女

　計

　　％

第1
．　％

H・皿子
　　彩 第1子　　 ％

H・皿子N　　％

発達上　の問題 29　24．6 25　36，2 21　18．4 13　22．0 88　　24，4

性　向　・　行　動 73　61．9 30　43．5 60　52．6 26　　44．1 189　　52．5

生　　活　　習　　慣 17　　14，4 8　　11．6 21　18，4 3　　5，1 49　　13．6

家族間の問題 工　　0．9 4　　3．5 1　　1．7 6　　工，7

きょうだい関係 4　　3．4 2　　2．9 2　　1，8 5　　8．5 13　　3．6

友　だ　ち　関　係 10　　8，5 10　　88 1　　1．7 21　　5，8

集　　団　　生　　活 1 　0．9 1　　1，7 2　　0．6

しっけに対する考え方 12　　10，2 3　　4．4 7　　6．1 1　　工．7 23　　6，4

母親自身の問題 2　　1β 2　　0．6

心配・問題なし 25　21．2 21　30，4 29　25．4 25　42，4 100　27，8

調　　査　　数 118 69 114 59 360

表4一（21性向・行動に関する問題

内　　　　　　容
男 女

計
総数との

合　％第1子 H。皿子 第1子 ∬・皿子

思うようにならないとかんしゃく 23 8 18 13 62
17．2

人みしり，人になれにくい 9 4 9 4 26
7．2

あとおい激しい，甘え強い 5 4 8 1 18
5．0

対人関心うすい 2 2 0．6

動きが激しい 9 2 2 1 14 3．9

夜　　泣　　き 7 2 3 2 14 3．9

指しゃぶり，他くせ 17 7 15 5 44
12．2

そ　　の　　他 1 3 5 9 2．5

計 73 30 60 26
工89 52．5

表4一③　発達に関する問題

内　　　　　容
男 女

計
総数との

合　％第1子 H・皿子 第正子 ∬・皿子

ことばが遅い 22 16 15 9 62
17．2

運動発達が運い 2 2 3 3 1D
2．8

働きかけ。反応が弱い 3 5 1 9 2．5

身体トラブルによる心配 2 2 2 1 7 L9

計 29 25 21 13 88
24．4
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望月ご保健指導からみた母と子め譜商題

れている。

　発運に関する問題としては（表2一③），ねがえり，す　

わ資避遣うなど運動概能の発逮の遅れを心配するものが

最も多＜，その他に，反応が少ない，人みしりをしない，

食物そ口に持って範かない，哺語発声が少ないなど，子ト

どもの行動に細か「く注目して発達の異常があるのではな
　　　　　　　し

　ず

いかと心配している。

　　　　　　　　　　　　ぺ　9心10か月時点セは全般的にみて，深刻な問題は少な
』

いが，1 子どもの示す行動の一つ一つが心配になっており，1

とくに第1子を育てるにあたってその傾向が強い。

　心琿相談宅経過緯察め対象になったもめは27名・β％　1

である。・表3はそφ問題内容を示したもので声るがジ発

達の遅れが疑われるものと母子関係に集約される。とく

に母子関係や養育上の問題は第i子の場合匿多く，籾め

ての経験で不安をむちゃすいことや，乳児の生活や精神・H

的発導1弔ついての理解不足があ．甑養育上¢〉問題や子ξ．

もへの接し方燗辮認めた峻驚る・こ鱒の半数

は母子交渉が少なく関係の希薄さが心配されるものであ

る。この他，経過観察の対象に は鶴づていないが，母親

磯問題獄しξしでいる1範名の中に，・母子交渉の不足や

葵育上の問題が認範られなものが22名・∫12％あるQ．具体

例を示すと〆、母親が子どもを育てるζとの意味の把握が

巽く＞ ・人まかせに、なって嬉で母親が育児の中心1ζいない

塀合や，子どもを預けるのに都合よくするため早期から

あちこち預けて慣れさせていると「か， 物を独占じたりあ

き、やすい子に育でたくないカ》ら常に玩具は〒っだけ与柔

るように1し ている・とか，・幼いケちに物の善悪を教えたい

からと厳し．い制限や禁止をしたり，ξべおべたした親子関

係が嫌鯵だからと子どもど⑳接触を楽しまないなどがあ

るφ 、ζン㊨ような例は少数にすぎず， 、またレ この時点でセぱ

子ξ．も自身の発達的な問麗としては表われていないがガ

親牟問題に気づいて、いなやだ！けに∋、 放置された場合に，は・

狩来的に精神発達に歪みを生来する危険性をもつものでi

あろう。　　　　　　 ∫、 ヘヅしマ7
．　 、” 宜

1べ2許、1歳，6か月時点の問題
，．．

ご・1歳5か月からL歳曾か月までの子どもが， 』この時期

の心理相談の対象になっている斌この時期では・a㌣10か．

月時に比べて心理的問題の訴えが多．く1な、り㌶子どもの行

動ぬそれへの対処にっいて⑳疑問や迷いが増加している。r

問題や心配なしと“うものが28彩に減少し｝メ・太多数のも ・

Q拶何らかの相談璽項をもって1きている。曙ゴ 』煙 い．

．その内容を領域別に示したものが表4一（1）であるず性、

向，1行動に関する訴えが最も増加しており，・発達上の問1

題もやや増加してい．るQ ．　』 』、、、． 15、・1 　』ド’i

　その内容をさらに詳細にみたものが表 41←（2）， （31であ・

る。最も多いものが以かんしゃ く， 次いで1場や人にな

れ年くい，甘えが強い，指しゃぶりを筆頭に種々な習癖

などがあがっており，発達上の問題ではことばの遅れを

ゆ酩する ものが目享？て多くな？ているゆ 　 　．、．

　特に異常があるという屯のは少ないが，子どむの成長

発連に駒欲第に強くと嘩に幅蝕騨，声様傍る

行動に対レてダ子ども璽寧求に夢え餐が喚母親目身の養

育態度の変換も必要とす羅時期であるため1，親も問題意

謎も硬相縦求め穣勢が厳祐ため窃ろ．う．：

　生活習慣の領域では， 食生活に関渉るむめが犬部分を

占め，こ段時期では食事茸が少ない，む ら食い，や遊び食

いなどが目やている・』興叫？嘩どう勲る魁
　トイレやおまるをいやがるなどの訴えが出始め，この領

域の％程度を占めている5　　 　　：．、 刊

　家族間の問題では祖父母の子どもへの接し方をめぐっ

1て・甘すぎる・禁止が多すぎみというものパ父糧の協方

が禍にぐ陸苓どがあるカもその数は糞少してしギう。

　ぎょうだい関係の問題では次子出生を迎えて半数が弟・

妹をい・じめたり・レ7退行を示す・ものであり’，ρ半数は兄姉と一

の争応べの対応のじかだを求める略のである。こ』また，ず友

だちとの接触の機会が増加するのに伴らにレ（他の子に乱

暴する， 玩具を㌔とるなどの訴えとちい母親にまつわりφい

て遊べないという訴えどが二分して出てき ているま、この

種の訴えが第1子のみに表われているとごろがらみて，ン

発達的に当然みられるような行動でも，初めての子どむ

を育てるにあたってはそれが問題どして｝どぢえられ心配

されているこ止がわがる。．シ’『旨絃磁〔写．1婦氏一じ艶紹

鋲しづけに対する考え方の中では1・・1子どもの行動にうしぎ

て許容の限界をどこにおぐか，こ何を禁止すべぎがゴ》けじ

めを何によづ・て教え1るか，、体罰の是非などが中心で，ll：年

づ蒼ぷぞ養暴る1二』汚“手壱白1ビ穴れる，纏物を投げるなど

どめ時期め手どもが未ず得動にどう1対応しち〕r「どう』しづげ

ゼよいがわからな“という迷いもみぢれぢ。団二章・読び

㌧とあ時点で経過観察の対象になづだものほ69名，’19％

でありデとれも9ん10か月時に比べそめ割合ほ急壇しぞ

いるQ表5はぞめ内容を示したもめであるが昇発遠1こ伴

み亡字どもめ問癌が顕在化レ七ぐると・どや，1二’前詑あ養育

態度め変換に伜し奇母子関孫め調盤を要歩る瘍誉が増加参

るためと考えぢれるよ　・氏へL飢 樫ぐ汚一1二埠’掃、 赫ぎ示

　」ごどばの遅れに関し亡経過観察の封象にな6ているも

めが多“が〆対人行動あ問適ど分類しだむみ慮自閉歯ど

は言えない魁多動で人とのかかわりがむぢにぐぐ人が

ぢあ！莇ぎがけ比応じ1とぐ“子ども廼£母窺め訴えほ，一い

うことをきかない，「 動ぎが激し“，ゴ1ζとぼカド運しvなどと

して表われている。この中の7名については5・か月蒔点

一　工55し一
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表5・115～119相談時の経過観察の理由

男 女
計 総数との

合　％
第1子 肛・皿子 第1子 H。 皿子

こ』と　 ば の　遅　れ　　 9 4 3 ・4 20
5．6

対』人 行動の問題『
7 1 4 12

3．3

全　般　の　 遅　れ 2 2 2 2 8 2．2

不安強　く 不潭応 4 2 1 1 8 2．2

情　　緒　．．不　　安　　定、． 3 1 2 6 1．7

母　子　関　係　希 薄　 2 1 3 6 1．7

母の不安・ストレネ
2． 2 4　 1．1

養　　育　　態　　度 2 2 1　 5 1．4

計 31　■ 10
15　

13 69

19．2受診数との割合％ ・26，3 14．5 13．2 22．0

受　　　’診　　　　数　1 118 69 1114 59 360 〆

で母子交渉が少ないことが心配され， 積極的な働きかけ

を行うよう特に助言されていたケr スであり，貌児期の

養育態度との関連が考えられる。

　不安強く不適応と分類されているものは，母親との分

離経験や，子どもの依存欲求への母親の対応に適切さを

欠くなどにより，未知の場や経験に極端な不安を示して

いるものであり，親も子どもへの対応に迷いや混乱を生

じている場合が少なくない。

　母子関係や養育態度の中で，関係希薄としたものは，

母親の性格や，人まかせの育児などにより，本人との接

触や交渉が不足し，子どもの精神発達に歪みを生じる危

険性を心配されたものである。この他，子どもの精神発

達段階今の理解が不十分なため，おとなり視点から要求

の押しつけになり，しっかりした子に育てたいからと叱

ることが多くなったり，逆に子どもの好き放題にさせ親

のしつけに対する態度が示せ尽かったり，子どもの反応

に感情的に参？て怒るなど， 母子関係の不調和が見られ

る。これは，乳児闇の密着した母子関係とは異り，自律

のためのしっけが開始され，養育態度を変換していく移

行期にあたるため，母子関係の再構成をめぐって問翠や

不安を生じやすいからであろう。また，しつけにあたっ

て，子ゼもの発達や行動り特性を考慮し苓がら，その子

に潭した方策を導きだすことが必ずしも容易でないこと

によるものでうろう。

　この時点でも，窺が問題なしとしている100名の中に

子どもの発達や母子関係で要注意とされたものが18名・

18％あった9

　3。　2歳6か月時点の問題

　2歳6か月時点では，日常生活の中で母親が扱いに困

ったり気にしていることがあるか別紙のアシケ」トを求

め，それを心理相談の手がかりとしているが，親が扱い

に困り気にしている行動の内容とその訴えの出現率は表

6の通りである。

　最も多いのが食生活に関する問題で61％までが気にな

る行動としてあげている。ついで，反抗・睡眠に関する

問題，甘える，友だち関係についての問題があげられて

いる。食生活に関するものでは食事量が少ないというも

のに代って，遊び食いが最も多くなり，間食を欲しがる，

偏食などがこれに続いており，目我の発達に伴い自己主

張の強さを物語っている。睡眠に関する問題では添寝し

ないとねないというものが大部分を占めている。 添寝を

問題とするか否かは親により考え方の差が大きく，」人

っ子では気にしているものが多い。

　友だち関係の問題では，友だちと遊べない，友だちの

中に入っていけないという訴えは減少し，玩具のとりあ

い，友だちを叩くなどが増加してきていて，ここにもこ

の時期の特徴が表われている。

　臆病である，怖がるものがあるというものが30％を占

め，生活領域や経験の拡大に伴い，子どもが怖がるもの

が増えてきている。怖がるものとして最も多いのが虫でゼ

大きな音，暗い所，犬ねこなどの動物。ブラシコ，すべ

り台，高い所がこれに続いてあげら礼お化け，鬼，雷，

白衣，髭のある男の人など，対象も広範囲になり，多彩

なものがあげられている。
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表 6．2歳6か月時で母親が気になる行動
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＝’ 卜　 　へ75，・』 　24；σ 　「

　、■、　ン　　■r
辱：驚41・131 肇連上、の問題 55　　17．6

引　　込　　思、ン＝一 案一一
、．．

一 143　138 家き族乏問沈璽』1問よ璽あ＿ 　』』、．亙△4∫3．
一。

　　　　　　　　　［一 … r・… r』r
・『』‘ ‘乙「rF『

　くせの内容は指しゃぶりが最む多く1116％を占め，他は

少数ではある力乳ガーゼやタ惣奎弊純ナテT・

爪かみ，チックなどがある。　・ －駄
．．

発達上の問題ではことばの遅麺1櫛斧く・、．ことばが

はっきりしない，ことばにつま紘ど霧、批ば嫡題が

比較的多く，他に運動神経が範髪、， 覚えが悪いなどがあ

る・　　 　　鎚寵
　これらの行動は親の目やうみた問題や気になる行動で

あって調のとらえ方には弊鰭鱒牽寂抗櫛ん
しゃくなど親が気に察脳も盤観酢みて問題とは

いえない場合が多噺3堕・レレ澗麟鞭かないかとい

うことの他に，親が問題として気匠じて陀・るというとこ

ろに指導上の意味があると考柔られ憂転、
、．

親が難している行動雄簾藤鍔鱒図1で茄

馴唄尊難拳郷璽』曝i；勢つき鯵い・
添寝し ない 1と寝掛渉三は男児起1二多又宥慧差が認められる。

同様に・親の警鰻鋤を一絶テil第伊 昇～

、3子の別にみた醤めが図2で％蚤蚕奪体的にみて問題の

訴えは2～3子に低く，第1、子に高い傾㈲がみられる。

とくにかんしゃく・鵬南翻懸題事錘眠廟
する問題ではその傾向が顕著であり有意差が認められる。

第1子では友だちの中に．み塾撃弾為舜具のとりあい・・「

人で食べない，ねつきが悪い∫ピ夜泣態．が多くなっており，

次子出生をめぐって子どもが欲求不満を肇めたり情緒的

安定を欠き，母子ともに問題を生ピやずい状態にあると

いえる。

　2～3子についてみると，この他ずぺての行動につい

て問題Φ訴えが低＝く なうているがジくせについてのみ2

～3子にその出現が高くなっているのが特徴的であり，

指しゃぶりの出現が目立って多くなっている。親の神経

質な対応は少なく，兄姉など行動のモデルの存在により

　　　　　　　　　［鼻鵠1 弱躍㌦クこ ∫ゼ

生活場面への適応はよい反面，・ 場合によっては親とめか

かわ弊足があり講瞬重わ廠わ瀦レスを配
制禦していると見稿嬢雛、湧躰鞍いだろうか・
　その他の環境条件ξ豊ズ額麓毎向居¢有無別に問題の

訴えについてその輝をみ雛鱒鰻穿同犀ヤ孕る
子どもでは，わがままで，臆病‘一引込思案の傾向があり，

玩具のとり南いは少な駐が麦簿ちあ中寮入りに．くく，

間食 しがることが多振幣張讐とねな鴫排
泄のトフブルやくせは響麓蝶ζ聾2頬向歩みられるず

この嚇1はいわ褐反抗鵬迂ぢ轄自己蟻蝉
く，親としてはその扱いに苦慮している率め，問題なし

態竃織難鷺繋碑聯談鞭的
以上・心騨談を実施している』購畔つい安母親

が問題とし心配する内容にζ？珍蕪箏レ餐？
．．

　子どもの発達に伴い心理面の問題や心酩は増大してい

る。その内容は子ども自1体に異常セ障害湊あ昼ζ考えら

れるものは少なく，多ぐの場合は発達的な問題であるが，

親はその扱いに迷い，適切な対応を誤衷る場合が少なく

　　　　　　　　　　　　　　　まない・核家靴が勢』鰻傾殿脇子どもを知
颯育児繭儲も七齢騨増えて寺℃播勧
発達的変化に対応レき那就窪ある場合ほ不安を奄あ乳、・あ

る場合は混乱して，かえ㌧て間題を増幅参る例も少なく

ない。また・子どもの精神髪達にづい・ての理解が不十分

なため親が発達のために必要な騨錦粥次の騨
で扱いに苦慮する場合もみられる。 1
　発達的な問題であるだけに鋭卸解の段隣で発津璽見方

や子どもへの接し方を助言するなど； 僅かな調整により

望ましい母子関係を維持，発展する どとみ可能にな蔭』・

したがって，子どもの精神発達の節目ごとに，発達を確

認し母親め不安に対応ずるζとめ意昧ほ炎きい醤あがあ
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る。特に，親は問題がないとしている中に，専門的にみ

て，発達や母子関係の問題を見出す例が少数ながら認め

られていることからみても，そのことは強調される。

　全般的にみて，子どもの生活を知らず．精神発達につ

いての理解が不十分であるため，不安や困惑が強く，ま

た適切なかかわりを持つことができない例が多いといえ

る。したがって，乳幼児期の精神発達の理解と，それぞ

れの発達段階で重要な意味をもつ親のかかわり方につい

ての理解を深めるための母親教育の必要性が認められる。

また，理解はあっても具体的対応策に迷う親が多いこと

からみて，個々の子どもの特性の理解を助け，それぞれ

初めての場・人1ζ
．なれにくい
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図2　親が気になる行動，出生順位による比較

図1 親炉気になる行動，性別による比較
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の家庭，母子に適した養育を見いだすことができるよう　　変換していく移行期にあたるため，親はその対応や子ど

な個別的な指導や援助を行ケことがでぎる場も必要であfヂも春の姿勢に迷い」。1問題や不安をもぢやすい。また，こ

ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のような母子関係め再構成をめぐり蘭係の調整を要する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合が増加している。発連上の問題では，ことばの遅れ

　W一要L約　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する心配が目立って多くなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、…♪3‘「’2晟半時点の問題偏 ペレi瀞酔『・臼’・’ 一

　9か月，U歳半』・2歳半の時点で行うてい・る保健指導・∫・’ △2歳6か月1時点ではダ1字ン，ケβトかち母親が扱いに困

心理相談の内容を整理， 分析してう母親が もっ育児上め ‘ り：必気にし之等fiる行動をiとちえたd・”APな’二9仁磨　1・㌧…

問題を検討した。調査数は9か月．448名lr』・こ1，歳半1360r：　』：1いわゆる反抗期で‘・r子どもの意志主張が激しい時期で

名，2歳半312名1である5 F
ーデ「D　l 』r …し・「 　　　　　 ・♪あるため舞親は披いに1苦慮じ 困惑することが多い 6・とく

　1．　9か月時点の問題　　　　　　　　　・・lr 1酔筑　“に実次子の出生を迦えた第r子に問題傾向が強：ぐ評項目

　9・か月『時点でほ‘： 母親の関心は健隣栄養面に傾いで1全般にわたろて問題の訴えが多いが露友溶ち関係15食事，

おりデ心理的な心配は比較的少ない6㌧また，’深刻な訴えち… 睡眠の問題ではこの傾向がとくに顕著であるび次子出生

は少ないが，子どもの示す行動の一々が心配されておりヂ…」、ミをめぐづて，・・子どもは欲求不満を強め〆親ほゆとりを失

と・くに第1 子を育てるに＝あたろてその傾向が強い・6： h…ンニ ＝って， 母子とも問題を生・じやすい状態にある」＝ ン・二’」1』

　この時期では愛着の形成と関連し℃！大みしり重 ”あ乏i識rI二応 「 、』や1語「：7帥「」動マ忌房L吋瓢」： い…・

追いなどにみられる依存欲求への対応に迷う親が多くデ’二 　二総体的にみて，’『子どもの成長ド発達に従うて心理的な

次第に強まる要求や行動にどう対処したらまいかボ具体悔閻題や心配は急増している6その中には親自身め問題や

策を求めるものが多い。その背景には甘えに対する見方　　子ども自体の障害に基づくものもあるが，ド多く…は発達過

や受容についての迷いがあるぷ養育上の問題としては1L乳…程で表われる問題ぞあるししたがうで， 店1ぐに異常があ

精神的発達への理解に欠けrるため∫∋親の役割の認識が弱・：る という・ものではないが，・』親は扱いに迷い具体的な対処

いもの，→人遊びぺの要求が強ぐ，二：子どもとの交渉の不へ…の七かたを求めている。ごそ・こには， 弓子どもの行動や欲求

足が心配される例が少数あった。雁』r－r〔〆 ㌧＿　．　　　 の発達的変化に対応しきれず困惑している親の姿がみち

お2…　1歳半時点の問題：…ぼiy・印ら・
’

』・｝・ゼ』 　　　れ・中には対応を誤ゆ， ゴ問題を拡大し‘ため母子関像を歪

　1歳6か月時点では，心理的な問題や心配を訴えるも　　めている例もある。多くが発達的商題であるだけに，レ初

のが急増している5子どもに異常がある場合は少なくヂF解期め段階で僅かな調整を行う・こどにイよ』φザ望ま しい母子

多くは発達過程でみ1られる行動であみ，…かん・し1やく1ダ未1既関係を維持，’発展できる可能性は大ごぎい＆” 轟1∴ん

知の人や場への不安，・甘え，ッンくせ‘1食事の問題などで1砂・ “子どもの精神発達についでの理解を深あダそれぞれの

具体的な接し方を求めるものが多い。　　　　　　　　　段階で必要ゴ有効な援助がでぎるよぢにするためめ毎親

　この時期は，強く明確になって来た子どもの欲求や多　　教育と，個々の母子の問題や不安に対応して適切な援助

様化する行動に対応して，乳児期とは異なる養育態度へ　　や指導を行う場の必要性が認められる。
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Study On Prqblems in Regard to Mothers and Their Children 

Problems Relating to Child care 

Takeko MOCHIZUKI 

In this study, some data whieh.had been obtained from psychological interview in health guidance 

were ~;nalysed and the problems relating to child care were investigated. Health guidance was carri-

ed for mothers who had children of nine-months-old, one and a half-years-old or two and a half-

y~arsTold. The number ef subjeets was ll20 (O;9-448, 1;6-360, 2:6-312). 

Mother~ of nineTmonth-old children leaned their interests toward health or nourishment, while 

they made few ce,1~plaints of serious psychological problems. 

Such compli~nts; howeyer, increased aTnong mothers Qf one and a half-year-old ehildren. So many 

mothers of two and~ half-yearlold children Were confused about how to treat their ehildren who 

showed selfassertive behabiours at the stage of so-called the period of rebelliousness. 

Generally speaking, psychoflogic~~l problems and werries of mothers were increasing in accordance 

with the growth and development of their children. It seemed there were more problems brought about 

in the process_of development than the problems stemming from parents themselves or the handicaps 

of,children. Although. I could not identify the specific abnormalities, mothers were worried ands, ought 

after s9me practically adequate treatments. 

Though this result. I could take a peep at a typieal figure of.the mother who was not able to conform 

to the developrTlental change in,the behaviour and need of her~hil,dren. Some,nothers, failing=to treat 

adequately the_ir children, spread their problems or distorted mother-child relationship. It is possi-

ble to keep up and_develop desir.~ble mother-child relationship by providing mothers only a few ~ug+ 

gestions at the early stage of the problem, since most of the problems are those found-in the cOurseof 

the development of children. 

I recognized the necessity of the maternal education through which methers deepen their knowledge 

on child developm~nt and can provide necessary and available support for their children. and furth~r-

more, of the field where adequate informations and guidance are given in. regard to the mother-child 

problem or mother's anxiety. 
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望月1保健指導からみた母と子の諸問題

調　　　　査　　　　票

恥

氏名
男・

年齢 歳　　　　　月

　　紘次のようなことで扱い姻ったり・気にしやることがあります力締ったら○で囲んで下さい・

1．わがまま

2．甘える，　　　　　親から離れない

a　いうことをきかない，　　　　　反抗する， 　　　　　き巻わけがない

4．かんしゃくをおこす

5，泣き虫，　　　　　痛いことがあってもあまり泣かない，　　　　　表情が乏しい

6、臆病，　　　怖がる（どん苓ものを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

7．乱暴

8．おちつきがない

9．おとなしすぎる，　　　　引込み思案，　　　　消極的

10．初めての場や人になれにくい，　　 　人みしわ炉強い

1L友だちと遊べない 鶏鑑携lll、購礁り手を出す

12．弟妹をいじめる，　　　　　兄姉とけんかが多い

一事の問題 繋，が」偏食ひ，，畿轍ゑ

14， 睡眠の問題　　　　ねっきが悪い，　　　　　夜泣き，　　　　　添寝しないとねない

15，・排便の問題　　　　おむつがはずせない，　　　　　トイレをいやがる

16．くせがある（どんなこと

17．子どもの発育。発達について心配がある

　　　　　　　（どんなこと

18．家族で育児方針がくい違う

　　　　　　　（どんなこと

19．その他　　（
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